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概要

Red Hat OpenShift Data Foundation 4.9 リリースノートでは、新機能および拡張機能のすべて、主
な技術上の変更点、および一般公開バージョンの既知の問題についてまとめています。
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第1章 概要
Red Hat OpenShift Data Foundation は、コンテナー環境向けに最適化されたソフトウェア定義のスト
レージです。これは OpenShift Container Platform の Operator として実行され、コンテナーの統合さ
れ、単純化された永続ストレージの管理を可能にします。

Red Hat OpenShift Data Foundation は、最新の Red Hat OpenShift Container Platform に統合され、
プラットフォームサービス、アプリケーションの移植性、および永続性の課題に対応します。これは、
Red Hat Ceph Storage、Rook.io Operator、および NooBaa の Multicloud Object Gateway テクノロ
ジーを含む新たなテクノロジースタックに構築された、次世代クラウドネイティブアプリケーション向
けの高度にスケーラブルなバックエンドを提供します。

Red Hat OpenShift Data Foundation は、数多くの方法でアプリケーションのライフサイクル全体にお
けるユーザーエクスペリエンスを単純化し、強化する、信頼できるエンタープライズクラスのアプリ
ケーション開発環境を提供します。

データベースのブロックストレージを提供します。

継続的な統合、メッセージングおよびデータ集約のための共有ファイルストレージ。

クラウドファースト開発、アーカイブ、バックアップ、およびメディアストレージ用のオブ
ジェクトストレージ。

アプリケーションとデータの飛躍的なスケーリングが可能です。

永続データボリュームの割り当てと割り当て解除を加速的に実行します。

複数のデータセンターまたはアベイラビリティーゾーンにクラスターを拡張します。

包括的なアプリケーションコンテナーレジストリーを確立します。

データアナリティクス、人工知能、機械学習、ディープラーニング、および IoT (モノのイン
ターネット) などの次世代の OpenShift ワークロードをサポートします。

アプリケーションコンテナーだけでなく、データサービスボリュームおよびコンテナー、さら
に追加の OpenShift Container Platform ノード、Elastic Block Store (EBS) ボリュームおよびそ
の他のインフラストラクチャーサービスを動的にプロビジョニングします。

1.1. 本リリースについて

Red Hat OpenShift Data Foundation 4.9 (RHSA-2021:5085 および RHSA-2021:5086) が利用可能にな
りました。以下では、OpenShift Data Foundation 4.9 に関連する新たな拡張機能、新機能、および既
知の問題について説明します。

Red Hat OpenShift Data Foundation 4.9 は、Red Hat OpenShift Container Platform バージョン 4.9 で
サポートされます。詳細は、Red Hat OpenShift Data Foundation Supportability and Interoperability
Guide を参照してください。

OpenShift Data Foundation 4.9 のリリースにより、バージョン 4.5 は終了します。詳細は、Red Hat
OpenShift Container Platform ライフサイクルポリシー を参照してください。

第1章 概要
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第2章 新機能
このセクションでは、Red Hat OpenShift Data Foundation 4.9 で導入された新機能について説明しま
す。

ユーザーインターフェイス、製品コンポーネント、およびドキュメントのリブランディング

オープンソースの Ceph テクノロジーに基づく OpenShift Container Storage では、導入以来、コンテ
ナー化されたハイブリッドクラウド環境でのスコープおよび基本的なロールを拡大してきました。これ
らの基本的なインフラストラクチャーの特徴をより適切に反映するために、OpenShift Container
Storage は OpenShift Data Foundation になりました。

OpenShift Data Foundation 4.9 には、以下が含まれます。

すべてのストレージシステムのステータスおよびメトリクスを表示するためのダッシュボード
の改善

ストレージシステムを作成するための使いやすいウィザード

リブランドされたユーザーインターフェイスとドキュメント

OpenShift Container Storage バージョン 4.8 以前のドキュメントを表示するには、Product
Documentation for Red Hat OpenShift Container Storage を参照してください。

OpenShift Container Storage 4.8 から OpenShift Data Foundation 4.9 に更新するには、OpenShift
Container Platform Operator Hub から OpenShift Data Foundation Operator を新たにインストールす
る必要があります。この新規 Operator のインストールは、OpenShift Container Storage バージョン
4.8 とそのすべてのコンポーネントを OpenShift Data Foundation バージョン 4.9 にアップグレードし
ます。

詳細は、Upgrading to OpenShift Data Foundation  を参照してください。

Multicloud Object Gateway バケットレプリケーション

1 つの MulticloudObject Gateway(MCG) バケットから別の MCG バケットへのデータレプリケーション
は、より高い復元力とより優れたコラボレーションオプションを提供します。これらのバケットは、サ
ポート対象のストレージソリューションでサポートされるデータバケットまたは namespace バケット
のいずれかになります。

詳細は、Multicloud Object Gateway bucket replication  を参照してください。

プール圧縮メトリクスを表示する機能

本リリースでは、プール圧縮メトリクスを表示できます。このメトリクスは、保存したストレージ容
量、プール圧縮の有効性、および容量消費への影響に関する情報を提供します。本リリースで利用可能
なプールごとのメトリクスは、コストを削減し、データをより効率的に消費できるようにする情報を提
供します。また、効果がない場合は、圧縮を無効にすることができます。

詳細は、Pool metrics を参照してください。

Multicloud Object Gateway エンドポイント Pod の自動スケーリング

Multicloud Object Gateway エンドポイント Pod 機能の自動スケーリングを使用し、負荷の増減に応じ
てリソースの調整を自動化できます。これにより、S3 負荷の実稼働リソースを管理するためのパ
フォーマンスとサービス性が向上します。

詳細は、Automatic scaling of Multicloud Object Gateway endpoints  を参照してください。

Red Hat OpenShift Data Foundation 4.9 4.9 リリースノート
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プラグ可能な外部ストレージのデプロイメントおよびモニターリングレイヤー (IBM
FlashSystem®)

本リリースでは、OpenShift Data Foundation を使用して IBM FlashSystem® ストレージに接続し、こ
れを監視することができます。OpenShift Data Foundation は、基礎となるストレージと OpenShift
Data Foundation データ層の両方に単一ビューを提供する一方で、IBM FlashSystem をファイルおよび
オブジェクトストレージに拡張します。

詳細は、Deploy OpenShift Data Foundation using IBM FlashSystem  を参照してください。

第2章 新機能

5

https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_openshift_data_foundation/4.9/html-single/deploying_openshift_data_foundation_in_external_mode#deploy-openshift-data-foundation-using-ibm-flashsystem


第3章 機能拡張
このセクションでは、Red Hat OpenShift Data foundation 4.9 で導入された主な拡張機能について説明
します。

ストレージクラスターが満杯になると、データの削除が許可される

以前は、ストレージクラスターが満杯になると、設定ファイルの読み取り中に Ceph Manager がプール
パーミッションのチェックでハングしていました。Ceph Metadata Server (MDS) では、Ceph OSD が
満杯になると書き込み操作の実行が許可されていなかったため ENOSPACE エラーが発生しました。ス
トレージクラスターがフル比率に達すると、ユーザーは CephManager ボリュームプラグインを使用し
て領域を解放するためのデータを削除することができませんでした。

今回のリリースで、新しい FULL 機能が導入されました。FULL 機能により、Ceph Manager は Ceph
OSD のフルチェックをバイパスします。client_check_pool_permission オプションはデフォルトで無
効にされていますが、以前のリリースでは有効でした。Ceph Manager に FULL 機能がある場合、MDS
は Ceph Manager の呼び出しをブロックしなくなりました。これにより、ストレージクラスターが満杯
になるとサブボリュームおよびスナップショットを削除することにより、Ceph Manager が領域を解放
できるようになります。

スタンドアロンの Multicloud Object Gateway コンポーネントのデプロイメント

今回のリリースにより、Multicloud Object Gateway コンポーネントのみのスタンドアロンモードで
OpenShift Data Foundation をデプロイできるようになりました。このモードでは、StorageCluster に
付随する CephCluster がないため、Multicloud Object Gateway は Ceph ベースのストレージボリュー
ムを使用していません。

ノードに障害が発生した際、Core Pod および DB Pod の移行が有効になる

OpenShift Container Platform は、ノードが削除されない限り、そのノードを切断済みとしてマークし
ません。その結果、ステートフルセットである Core Pod および DB Pod は、このような障害が発生し
たノードで自動的に削除されません。今回の更新により、ノードに障害が発生した場合、DB Pod およ
び Core Pod はエビクトされ、新しいノードに移行されるようになりました。

別のプールへのボリュームスナップショットの復元

今回の更新により、Persistent Volume Claim(永続ボリューム要求、PVC) のボリュームスナップショッ
トを、親ボリュームとは異なるプールに復元できるようになりました。以前のバージョンでは、ボ
リュームスナップショットは同じプールにのみ復元できました。

既存のプールで複数のファイルシステムが作成されない

今回の更新で、filesystem.yaml の作成後に、filesystem.yaml を削除または再作成した場合でも、既
存のプールを持つ複数のファイルシステムが作成されなくなりました。これにより、データの損失を回
避できます。

Vault の秘密鍵/値ストアバージョンの自動検出

今回の機能拡張により、Vault の秘密鍵/値ストアバージョンは自動検出されるようになりました。

HashiCorp Vault の VAULT_BACKEND パラメーターの設定が可能に

今回の更新により、HashiCorp Vault で使用されるバックエンドのタイプを選択するために 
VAULT_BACKEND パラメーターを設定できるようになりました。HashiCorp Vault によって使用され
るバックエンドの自動検出は、常に正しく機能するとは限りません。一般的ではない設定の場合、自動
的に検出された設定パラメーターが正しく設定されていない可能性があります。VAULT_BACKEND パ
ラメーターを設定できるようにすることで、一般的ではない設定で特定のタイプのバックエンドを使用
するように強制することができます。

Red Hat OpenShift Data Foundation 4.9 4.9 リリースノート
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Multicloud Object Gateway CLI での時間の出力の人間が判読できる形式

今回のリリースにより、Multicloud Object Gateway(MCG)CLI での時間の出力は、分単位と秒単位では
なく、人間が判読できる形式 (days-hours-minutes-seconds) で表示されるようになりました。

第3章 機能拡張

7



第4章 テクノロジープレビュー
このセクションでは、テクノロジープレビューのサポート制限に基づいて、Red Hat OpenShift Data
Foundation 4.9 で導入されたテクノロジープレビュー機能について説明します。

重要

テクノロジープレビュー機能は、カスタマーポータルで詳細に説明されているように、
制限されたサポート範囲で提供されます。テクノロジープレビュー機能のサポート範
囲。

PV 暗号化 - namespace ごとのサービスアカウント

Openshift Data Foundation 4.9 の時点で、サービスアカウントを使用して、テクノロジープレビューと
して Vault でテナントを認証できます。詳細は、Persistent volume encryption  を参照してください。

オーバープロビジョニングを制御するアラート

今回のリリースにより、オーバープロビジョニングのアラートを取得できるようになりました。これに
より、特定のアプリケーション namespace に基づいて、ストレージクラスターから消費される
Persistent Volume Claim(永続ボリューム要求、PVC) の量にクォータを定義することができます。詳細
は、Overprovision level policy control  を参照してください。
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第5章 DEVELOPER プレビュー
このセクションでは、Red Hat OpenShift Data Foundation 4.9 で導入された開発者プレビュー機能に
ついて説明します。

重要

Developer プレビュー機能は、Developer プレビューのサポート制限の対象となりま
す。Developer プレビューのリリースは、実稼働環境で実行することは意図されていま
せん。Developer プレビュー機能と共にデプロイしたクラスターは開発用クラスターと
して考慮され、Red Hat カスタマーポータルのケース管理システムではサポートされま
せん。Developer プレビュー機能に関してサポートが必要な場合には、ocs-
devpreview@redhat.com メーリングリストに連絡してください。Red Hat Development
Team のメンバーが稼働状況とスケジュールに応じて可能な限り迅速に対応します。

Advanced Cluster Management のある Regional-DR

Regional-DR ソリューションは、地域の障害発生時に自動化された "one-click" リカバリーを提供しま
す。保護されたアプリケーションは、別のリージョンで利用可能な OpenShift Data Foundation クラス
ターのある指定された OpenShift Container Platform に自動的に再デプロイされます。

詳細は、Configuring Regional-DR with Advanced Cluster Management  を参照してください。

オブジェクトデータのクォータサポート

Object Bucket Claim(オブジェクトバケット要求、OBC) のクォータオプションを設定して、リソース
不足を回避し、製品の使用量を増やすことができるようになりました。カスタムリソース定義 (CRD)
の maxObjects および maxSize オプションを使用して、OBC の作成時にクォータを設定します。これ
らのオプションは、OBC の作成後に更新することもできます。

詳細は、https://access.redhat.com/articles/6541861 を参照してください。

IPv6 サポート

今回のリリースにより、IPv6 の単一スタックおよびデュアルスタックが、OpenShift Data Foundation
で使用できるようになりました。
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第6章 バグ修正
このセクションでは、Red Hat OpenShift Data Foundation 4.9 で導入された主なバグ修正について説
明します。

アンインストール時に削除された Multicloud Object Gateway ストレージクラス

以前のバージョンでは、OpenShift Data Foundation デプロイメントの一部としてデプロイされた
Multicloud Object Gateway(MCG) ストレージクラスは、アンインストール時に削除されませんでし
た。

今回の更新により、OpenShift Data Foundation のアンインストール時に Multicloud Object
Gateway(MCG) ストレージクラスが削除されるようになりました。

(BZ#1892709)

OpenShift Container Storage のクォーラムが失われた場合の OpenShift Container Platform
アラート

以前のバージョンでは、mon クォーラムが失われそうになると、CephMonQuorumAtRisk アラートが
発生しましたが、クォーラムを失った後にトリガーされるアラートはありませんでした。このた
め、mon クォーラムが完全に失われても通知が送信されませんでした。

このリリースでは、新しいアラートである CephMonQuorumLost が導入されました。このアラート
は、ノードが 1 つだけ残っていて、そのノードで 1 つのmonが実行されている場合にトリガーされま
す。ただし、この時点でクラスターは回復不能な状態になり、アラートは問題の通知として機能しま
す。

(BZ#1944513)

mon_data_avail_warn を 30 % から 15% に減らす

以前のバージョンでは、mon ストアが 30% 未満で、OpenShift Container Platform のイメージ用ガ
ベージコレクターのしきい値である 15% と一致しなかった場合に、mon_data_avail_warnアラートが
トリガーされていました。今回のリリースにより、mon ストアの場所で利用可能なストレージが 15%
未満および 30% 以上の場合に、アラートが表示されるようになりました。

(BZ#1964055)

初回のデプロイメントが OpenShift Container Storage 4.4 の場合、OSD Pod は何もログに
記録しない

以前のバージョンでは、OpenShift Container Storage 4.4 がデプロイされたときに、Object Storage
Daemon (OSD) ログが生成されませんでした。今回の更新により、OSD ログが適切に生成されるよう
になりました。

(BZ#1974343)

Multicloud Object Gateway は、新規デプロイメントで初期化できなかった

以前のバージョンでは、MongoDB から PostgreSQL への内部データベースの変更後に、Multicloud
Object Gateway(MCG) が機能していなかったため、一意であるはずの重複エンティティーをデータ
ベースに追加することができました (MongoDB は以前、重複エンティティーを阻止していました)。今
回のリリースにより、重複するエンティティーは阻止されるようになりました。

(BZ#1975645)

PVC は、暗号化された親に 2 つの異なるバックエンドパスを使用する場合に復元される
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以前のバージョンでは、ボリュームスナップショットから異なる暗号化 KMSID を持つ異なるストレー
ジクラスに永続ボリューム要求 (PVC) を復元する際に、復元された PVC は Bound 状態になり、復元
された PVC は Pod に割り当てられませんでした。これは、暗号化パスフレーズが親 PVC のストレー
ジクラスの暗号化 KMSID config でコピーされたためでした。今回のリリースにより、復元された PVC
の暗号化パスフレーズが、宛先ストレージクラスからの正しい暗号化 KMSID config でコピーされるよ
うになりました。そのため、PVC は、親 PVC とは異なる暗号化 KMSID を持つストレージクラスに正
常に復元されます。

(BZ#1975730)

ストレージクラスターが満杯になると、データの削除が許可される

以前は、ストレージクラスターが満杯になると、設定ファイルの読み取り中に Ceph Manager がプール
パーミッションのチェックでハングしていました。Ceph Metadata Server (MDS) では、Ceph OSD が
満杯になると書き込み操作の実行が許可されていなかったため ENOSPACE エラーが発生しました。ス
トレージクラスターがフル比率に達すると、Ceph Manager および ceph-volume プラグインを使用し
て、データを削除して領域を解放できませんでした。

今回のリリースで、新しい FULL 機能が導入されました。この機能により、Ceph Manager の FULL 機
能が提供され、Ceph OSD のフルチェックを回避します。さらに、client_check_pool_permission オ
プションを無効にすることもできます。Ceph Manager に FULL 機能がある場合、MDS は Ceph
Manager の呼び出しをブロックしなくなりました。これにより、ストレージクラスターがいっぱいにな
ると、サブボリュームおよびスナップショットを削除することにより、Ceph Manager が領域を解放で
きるようになります。

(BZ#1978769)

キーは、kv-v2 シークレットエンジンの使用時に、暗号化された永続ボリューム要求 (PVC) を
削除した後に Vault で完全に破棄される

HashiCorp Vault は、キー/値のストア v2 に機能を追加しました。この機能では、保存されたキーを削
除すると、削除されたキーのメタデータが別の手順で削除されない場合にコンテンツを復元できます。
Hashicorp Vault のシークレットにキー/値 v2 ストレージを使用する場合、ボリュームを削除しても、
暗号化パスフレーズのメタデータは KMS から削除されませんでした。

今回の更新により、PVC が削除されると、HashiCorp Vault のキーはデフォルトで完全に破棄されるよ
うになりました。新しい設定オプション VAULT_DESTROY_KEYS を false に設定して、以前の動作
を有効にすることができます。この場合、キーのメタデータは HashiCorp Vault に保持されるため、削
除された PVC の暗号化パスフレーズを復元できます。

(BZ#1979244)

Multicloud Object Gateway オブジェクトバケットの作成が Pending フェーズに進む

以前のバージョンでは、内部データベースを MongoDB から PostgreSQL へ変更した後に、一意である
はずの重複エントリーをデータベースに追加することができました (MongoDB は以前、重複エント
リーを阻止していました)。その結果、バケット、バッキングストアなどの新規リソースの作成に失敗
しました。今回のリリースにより、重複するエントリーは阻止されるようになりました。

(BZ#1980299)

CephBlockPool の削除がスタックし、新規プールの作成をブロックする

以前のバージョンでは、Multus が有効になっているクラスターでは、Rook Operator はネットワークア
ノテーションがないため、Object Storage Daemon (OSD) ネットワークにアクセスできませんでし
た。その結果、OSD と通信できないため、プールのクリーンアップ中に rbd type コマンドがハング
アップしていました。
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今回のリリースにより、Operator は、mgr Pod のサイドカーコンテナーを介して rbd コマンドをプロ
キシーし、プールのクリーンアップ中に正常に実行されるようになりました。

(BZ#1983756)

スタンドアロンの Multicloud Object Gateway が接続に失敗する

以前は、内部 DB が MongoDB から PostgreSQL に変更されたため、Multicloud Object
Gateway(MCG)CR が適切に更新されていませんでした。これにより、特定のフローで問題が発生しま
した。その結果、MCG コンポーネントは相互に通信できず、アップグレード時に MCG に障害が発生
していました。

今回のリリースにより、MCG CR の問題が修正されました。

(BZ#1984284)

外部モードの CephCluster リソースでモニターリング仕様がリセットされる

以前のバージョンでは、OpenShift Container Storage がアップグレードされると、モニターリングエ
ンドポイントは外部の CephCluster のモニターリング仕様でリセットされていました。これは予想され
た動作ではなく、モニターリングエンドポイントが CephCluster に渡される方法が原因でした。今回の
更新で、エンドポイントを渡す方法が変更になりました。CephCluster を作成する前に、エンドポイン
トは JSON シークレットである rook-ceph-external-cluster-details から直接アクセスされ、
CephCluster 仕様が更新されます。その結果、OpenShift Container Storage のアップグレード後も、
CephCluster のモニターリングエンドポイント仕様が適切な値で適切に更新されます。

(BZ#1984735)

hugepagesを有効にする際の noobaa-db-pg-0 Pod の CrashLoopBackOff 状態

以前のバージョンでは、OpenShift Container Platform クラスターで hugepages を有効にすると、
Multicloud Object Gateway(MCG) データベース Pod が CrashLoopBackOff 状態になりました。これ
は、PostgreSQL の初期化が間違っていたことが原因でした。今回のリリースにより、MCG データ
ベース Pod の PostgreSQL の初期化が修正されました。

(BZ#1995271)

Multicloud Object Gateway が新規の Object Bucket Claim(オブジェクトバケット要求) を作
成できない

以前は、Multicloud Object Gateway(MCG)DB に対して作業する際のパフォーマンスの低下により、す
べての MCG コンポーネントにバックプレッシャーが発生し、設定フローや I / O フローなどのシステ
ム内のフローの実行に失敗していました。

この更新により、最も時間のかかるクエリーが修正され、DB が迅速にクリアされ、バックプレッ
シャーが作成されなくなりました。

(BZ#1998680)

割り当てられたリソースの確認に関する問題が原因でバケットが作成時に失敗する

以前のバージョンでは、作成時にバケットに割り当てられたリソースをチェックする問題が原因で、バ
ケットの作成に失敗していました。バケット作成時のリソース検証の条件が修正され、バケットが想定
どおりに作成されます。

(BZ#2000588)

NooBaa Operator は、アップグレード後も noobaa-db サービスを引き続き確認する
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以前のバージョンでは、OpenShift Container Storage がバージョン 4.6 から更新された際、移行目的
で新旧の noobaa-db StatefulSets を保持する必要がありました。コードは引き続きセットの両方の名
前をサポートします。コードの小さな問題が原因で、古い noobaa-db StatefulSet に失敗のメッセージ
が生成されました。これにより、Operator は、関連性がなくなったにもかかわらず、古い noobaa-db
StatefulSet のステータスを確認していました。

今回の更新により、Operator は古い noobaa-db StatefulSet のステータス確認を停止しました。

(BZ#2008821)

Multicloud Object Gateway(MCG)DB Pod の設定マップへの変更がアップグレード後に調整
されない

以前のバージョンでは、MCG DB Pod の設定マップへの変更は、アップグレード後には適用されませ
んでした。DB Pod の設定マップから変数を適切に取得するようにフローが修正されました。

(BZ#2012930)
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第7章 既知の問題
このセクションでは、Red Hat OpenShift Data Foundation 4.9 の既知の問題について説明します。

OpenShift Container Storage をバージョン 4.8 から 4.9 にアップグレードすると、odf-
operator が見つからない

現在、ocs-operator のアップグレード中に、odf-operator をインストールせずに OpenShift Container
Storage サブスクリプションのチャネルを変更すると、クラスターには OpenShift Data Foundation と
Multicloud Object Gateway (MCG) のみがインストールされ、odf- operator' がクラスターから欠落し
ます。

回避策:グラフィカルユーザーインターフェイス (GUI) またはバックエンドから odf-operator をインス
トールします。バックエンドを使用して作成する場合は、サブスクリプション名が odf-operator であ
ることを確認します。

(BZ#2050251)

Multicloud Object Gateway の安全でないストレージアカウントは、TLS1.2 をサポートしない

Multicloud Object Gateway(MCG) は、Transport Layer Security(TLS)1.2 で設定された Microsoft Azure
ストレージアカウントをサポートしません。その結果、1.2 のみのポリシーを持つストレージアカウン
トに、デフォルトのバッキングストアまたは新規のバッキングストアを作成することはできません。

(BZ#1970123)

ストレージクラスターの再インストール中に cephobjectstore の Ceph オブジェクトユーザー
が作成されないと、Arbiter ストレージクラスターのインストール後に重大なアラート通知が
送信される

CephCluster および 1 つ以上の CephObjectStores を含むストレージクラスターでは、すべての 
CephObjectStore リソースを完全に削除する前に CephCluster リソースを削除しても、Rook
Operator はメモリー内の CephObjectStores に関する接続の詳細を引き続き保持できます。同じ 
CephCluster および CephObjectStores が再作成されると、CephObjectStores は Failed の状態にな
る可能性があります。

この問題を回避するには、CephCluster を削除する前に CephObjectStores を完全に削除します。
CephObjectStores の削除を待ちたくない場合は、アンインストール後に問題が発生しないように、
(Operator Pod を削除して)Rook Operator を再起動してください。この問題が発生している場合、古い
CephObjectStore 接続の詳細 の Operator のメモリーをクリアし、Rook Operator を再起動してこの問
題を解決してください。

(BZ#1974344)

CephFS でのストレッチクラスターのパフォーマンスの低下

マルチサイトの OpenShift Data Foundation クラスターにメタデータサーバー (MDS) を任意に配置す
るため、小さなメタデータ操作が多数あるワークロードでは、パフォーマンスが低下する可能性があり
ます。

(BZ#1982116)

rook-ceph-operator-config ConfigMap は、OpenShift Container Storage がバージョン 4.5 か
ら他のバージョンにアップグレードされると更新されない

ocs-operator は rook-ceph-operator-config ConfigMap を使用して、rook-ceph-operator 動作を設
定しますが、作成は 1 回だけで、調整は行いません。これにより、製品が進化してもデフォルト値が更
新されないという問題が発生します。
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回避策:管理者は rook-ceph-operator-config の値を手動で変更できます。

(BZ#1986016)

Object Bucket Claim(オブジェクトバケット要求) メトリクスコレクターの 
cephobjectstoreuser の作成の自動化

現時点で、 ocs-metrics-exporter は prometheus-user という名前の Ceph オブジェクトストアユー
ザーを想定するため、Object Bucket Claim(オブジェクトバケット要求) メトリクスコレクションは失敗
します。

回避策:prometheus-user を手動で作成し、ストレージクラスターの作成後に適切なパーミッションを
提供します。詳細は、ナレッジベースの記事 https://access.redhat.com/articles/6541861 の前提条件を
参照してください。

(BZ#1999952)

StorageCluster および StorageSystem ocs-storagecluster は、StorageSystem のインストール時
に数分間エラー状態になる

StorageCluster の作成中、ステータスが successful/ready 状態に移行する前に、エラー状態で表示さ
れる時間枠が少々あります。これは断続的ですが、想定される動作であり、通常は自動的に解決されま
す。

回避策:詳細については、ステータスメッセージまたはログを待ち、監視します。

(BZ#2004027)

キーが大文字で指定されている場合には、テナント設定はバックエンドパスをオーバーライド
しない

テナント namespace で設定される Key Management Service(KMS) プロバイダーオプションは、
OpenShift Container Storage ユーザーインターフェイスがサポートするキー/値よりも高度なもので
す。そのため、テナント namespace に設定された KMS プロバイダーの設定オプションは、大文字では
なくキャメルケースとしてフォーマットする必要があります。openshift-storage namespace のオプ
ションは大文字であるのに対して、テナント namespace のオプションはキャメルケースであることか
ら、openshift-storage namespace の KMS プロバイダー設定およびテナント namespace の設定にア
クセスできるユーザーは混乱する可能性があります。

回避策:KMS プロバイダーオプションにはキャメルケースフォーマットを使用します。

(BZ#2005801)

フェイルオーバーされ、後で再配置された保護されたアプリケーションを削除しても、セカン
ダリーサイトまたはフェールオーバーサイトの RADOS ブロックデバイスイメージは削除され
ない

障害復旧 (DR) で保護されたワークロードを削除すると、セカンダリー DR クラスターで RADOS ブ
ロックデバイス (RBD) イメージがリークされる可能性があります。削除されたイメージは、セカンダ
リークラスターで領域を占有します。この問題を解決するには、toolbox Pod を使用して、DR 保護に
使用されなくなったセカンダリークラスターでイメージを検出し、クリーンアップします。この回避策
により、セカンダリークラスターでの領域の回収が確保されます。

(BZ#2005919)

フェイルオーバーアクションは、RPC エラー still in use を表示し、Pod で失敗した RADOS
ブロックデバイスのイメージマウントを報告します。
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障害復旧 (DR) で保護されるワークロードをフェイルオーバーすると、フェールオーバークラスター上
のボリュームを使用している Pod が、RADOS ブロックデバイス (RBD) イメージがまだ使用中である
ことを報告する際にスタックする可能性があります。これにより、Pod の起動が長時間 (最大数時間)
阻止されます。

(BZ#2007376)

アクションを再配置すると、PVC は Termination 状態になり、ワークロードは優先クラス
ターに移動されない

障害復旧 (DR) で保護されたワークロードを再配置している間、ワークロードは現在のプライマリーク
ラスターで停止せず、ワークロードの PVC は終了状態のままになります。これにより、Pod および
PVC が優先クラスターに再配置されることを防ぎます。問題を回復するには、フェールオーバーアク
ションを実行して、ワークロードを優先クラスターに移動します。ワークロードは優先されるクラス
ターで復元されますが、アクションがフェイルオーバーであるため、データが損失されている場合があ
ります。

(BZ#2019931)

フェイルオーバーアクションは、RPC エラー fsck を表示し、Pod で失敗した RADOS ブロッ
クデバイスのイメージマウントを報告します。

障害復旧 (DR) で保護されるワークロードをフェイルオーバーすると、ボリュームにファイルシステム
の整合性チェック (fsck) エラーがあると示すボリュームマウントエラーにより、Pod が起動しない可能
性があります。これにより、ワークロードはフェイルオーバークラスターにフェイルオーバーできなく
なります。

(BZ#2021460)

Overprovision Level Policy Control はカスタムストレージクラスをサポートしません。

OpenShift Data Foundation は、overprovision-control の許可されるストレージクラスを Ceph サブタ
イプのみに制限します。その結果、ユーザー定義のストレージクラスが overprovision-control で使用
されている場合、StorageCluster CRD は無効として定義され、そのストレージクラスには 
overprovision-control を持つことができません。

(BZ#2024545)
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第8章 エラータの非同期更新

8.1. RHBA-2022:8936 OPENSHIFT DATA FOUNDATION 4.9.13 のバグ修
正とセキュリティー更新

OpenShift Data Foundation リリース 4.9.13 が利用可能になりました。更新に含まれるバグ修正は
RHBA-2022:8936 アドバイザリーに記載されています。

8.2. RHBA-2022:8516 OPENSHIFT DATA FOUNDATION 4.9.12 のバグ修
正とセキュリティー更新

OpenShift Data Foundation リリース 4.9.12 が利用可能になりました。この更新に含まれるバグ修正の
一覧は、RHBA-2022:8516 アドバイザリーにまとめられています。

8.3. RHBA-2022:6718 OPENSHIFT DATA FOUNDATION 4.9.11 のバグ修
正とセキュリティー更新

OpenShift Data Foundation リリース 4.9.11 が利用可能になりました。更新に含まれるバグ修正
は、RHBA-2022:6718 アドバイザリーに記載されています。

8.4. RHBA-2022:5735 OPENSHIFT DATA FOUNDATION 4.9.10 バグ修正
およびセキュリティー更新

OpenShift Data Foundation リリース 4.9.10 が公開されました。この更新に含まれるバグ修正の一覧
は、RHBA-2022:5735 アドバイザリーにまとめられています。

8.5. RHBA-2022:5210 OPENSHIFT DATA FOUNDATION 4.9.9 バグ修正お
よびセキュリティー更新

OpenShift Data Foundation リリース 4.9.9 が公開されました。この更新に含まれるバグ修正の一覧
は、RHBA-2022:5210 アドバイザリーにまとめられ  ています。

8.6. RHBA-2022:4862 OPENSHIFT DATA FOUNDATION 4.9.8 バグ修正
およびセキュリティー更新

OpenShift Data Foundation リリース 4.9.8 が公開されました。この更新に含まれるバグ修正の一覧
は、RHBA-2022:4862 アドバイザリーにまとめられています。

8.7. RHBA-2022:4710 OPENSHIFT DATA FOUNDATION 4.9.7 バグ修正お
よびセキュリティー更新

OpenShift Data Foundation リリース 4.9.7 が公開されました。この更新に含まれるバグ修正の一覧
は、RHBA-2022:4710 アドバイザリーにまとめられています。

8.8. RHBA-2022:1517 OPENSHIFT DATA FOUNDATION 4.9.6 バグ修正お
よびセキュリティー更新

OpenShift Data Foundation リリース 4.9.6 が公開されました。この更新に含まれるバグ修正の一覧
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OpenShift Data Foundation リリース 4.9.6 が公開されました。この更新に含まれるバグ修正の一覧
は、RHBA-2022:1517 アドバイザリーにまとめられています。

8.9. RHBA-2022:1237 OPENSHIFT DATA FOUNDATION 4.9.5 バグ修正お
よびセキュリティー更新

OpenShift Data Foundation リリース 4.9.5 が公開されました。更新に含まれるバグ修正は、RHBA-
2022:1237 アドバイザリーに記載されています。

8.10. RHBA-2022:0865 OPENSHIFT DATA FOUNDATION 4.9.4 バグ修正
およびセキュリティー更新

OpenShift Data Foundation リリース 4.9.4 が公開されました。この更新に含まれるバグ修正の一覧
は、RHBA-2022:0865 アドバイザリーにまとめられています。

8.11. RHBA-2022:0684 OPENSHIFT DATA FOUNDATION 4.9.3 バグ修正
およびセキュリティー更新

OpenShift Data Foundation リリース 4.9.3 が公開されました。この更新に含まれるバグ修正の一覧
は、RHBA-2022:0684 アドバイザリーにまとめられています。

8.12. RHBA-2022:0346 OPENSHIFT DATA FOUNDATION 4.9.2 バグ修正
およびセキュリティー更新

OpenShift Data Foundation リリース 4.9.2 が公開されました。この更新に含まれるバグ修正の一覧
は、RHBA-2022:0346 アドバイザリーにまとめられています。

ドキュメントの更新

コンソールプラグインを無効にする場合は、そのプラグインを有効にする方法についての章を追加。
console プラグインは、Web コンソールに含まれるカスタムインターフェイスを提供します。console
プラグインオプションは、グラフィカルユーザーインターフェイス (GUI) またはコマンドラインイン
ターフェイスから有効にできます。詳細は、Red Hat OpenShift Data Foundation コンソールプラグイ
ンの有効化 を参照してください。

8.13. RHSA-2022:0032 OPENSHIFT DATA FOUNDATION 4.9.1 バグ修正
およびセキュリティー更新

OpenShift Data Foundation リリース 4.9.1 が公開されました。この更新に含まれるバグ修正の一覧
は、RHBA-2022:0032 アドバイザリーにまとめられています。
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